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 いわゆる地方環境税がはじめて導入されてから 15 年が経過する。産業廃棄物税は

2001 年に三重県で初めて導入され、森林環境税は 2003 年に高知県で初めて導入さ

れた。そして、それぞれ地方自主財源獲得の試みとして議論され、全国に広がって

いった。本シンポジウムでは、地方環境税の現状と課題を析出しつつ、自主財源獲

得の理念と実際について検討を試みる。 


